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を行 い
,

1 2 4 名 (男 8 8 名
,

女 3 6 名) の 回答を得

た.

【結果】 糖尿病外来で の 栄養指導は距離的の み

ならず,
心理的にも近くなり, 気楽に聞ける と い

うイ メ ー ジ があり,
7 5 % の 患者 に好評であ っ た .

生活習慣 が変わ っ た と答え た患者 は 9 3 % で あ っ

た. 検査項目で は H b A I c と体重 の 減少が有意 で

あ っ た . 月別 の変動をみて も積極 的介入を行わな

か っ た H 1 4 年の 同時期 に比 し
, 有意に低 か っ た .

栄養指導の希望回数は 2 -

3 カ月毎が多か っ た
.

【結語】 栄養指導室 が近接 し た こ と に より積極

的介入 が可能となり,
H b A I c の 改善の み ならず

患者 の Q O L の改善に役立 っ た .
セ ル フ ケ ア 行動

が低い食事療法に は積極的な原回介入が必要
,

か

つ 有効 と思われた .

3 　 超 速 効 型 イ ン ス リ ン 治 療 へ の 転 換
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ザブル 製剤導入の効用
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【目的】 手技の 煩雑 さや時間的制約か ら
, 導入 を

捧持 し て い た高齢の 患者 における超速効型イ ン ス

リ ン の ディ ス ポ ー ザブル 製剤導入 の効用 に つ い て

検討 した
.

【方法】 200 3 年 1 0 月ま で に超速効型イ ン ス リ ン

の ディ ス ポ ー ザブ ル製剤で の治療を導入 した患者

4 7 人の うち,
6 5 歳以上 の患者 2 9 人を対象と した .

患者背景は カ ル テ に て調査 し
, 血糖コ ン ト ロ ー ル

の改善状況 は導入方法, 病型
,

擢患期間, 注射回

数及び併用薬剤 で検討 した
.

【成績】 対象患者 29 人の うちわけは
, 男 1 5 人,

女 1 4 人 . 糖尿病型 は 1 型 2 人 (6 .9 % )
,

2 型 2 5

人 (8 6 . 2 % ) , そ の他 2 人 ( 6 .9 % ) (月華性 ,
ス テ ロ

イ ド性) . 導入 時の 平均年齢は 1 型 74 .0 才,
2 型

7 2 . 6 才, その他 6 7 .0 才. 擢息期間は 1 型 1 2
.0 年

,

2 型 1 7 .0 年
,
その 他o .7 年. 注射回数は

,
1 回注射

が 1 2 人. 2 回 6 人,
3 回 1 0 人,

4 回 1 人 導入時

平均 H b A I c 評価群 の 改善度 にお い て は全体 の 平

均 H b A I c は 1 .8 % の 改善, 患者数で は 2 9 人中 2 4

人 (8 2 .8 % ) が改善した.

【結語】 雁患期間も長く, 経口 血糖降下剤だけで

は コ ン ト ロ ー ル しきれな い 高血糖に陥 っ た高齢者

の患者に対して
, 超速効型イ ン ス リ ン治療の 導入

は血糖 コ ン ト ロ
ー ル の 改善に十分効果を発揮する

事がわか っ た.

4 　 M a d e l u n g 病 （ 良 性 対 称 性 脂 肪 腫 ） を 合 併 し

た 2 型糖尿病患者の 1 例
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症例 は 5 1 歳の 男性. 既往歴 と して ア ル コ
ー ル

依存症がある .

平成 1 2 年に頚部腺病が 出現 し摘除術を施行さ

れ,
こ の 時糖尿病 と肝機能障害を指摘される . 糖

尿病 に対 して は 1 ケ 月で治療中断と な っ た . 平成

1 5 年 1 0 月 に再び頚部腰痛が出現 し
, 耳鼻科 に て

高血糖 ･ 高脂血症を指摘され, 術前 コ ン ト ロ
ー ル

目的に当科入院と な っ た . 前回の組織診断は リボ

-

マ であり, 今回も画像診断よりリボ -

マ であ っ

たため マ デラ ン グ病 と診断した .
マ デラ ン グ病と

は良性対称性脂肪腫と も呼 ばれ, 現在 まで に約

2 0 0 症例 の報告があ る. 非被匂性皮下脂肪組織の

進行性増殖が特徴で
, 主に首か ら肩に か けて対称

性に脂肪が蓄積する疾患 である . 原因は不明 であ

るが多くの症例は過去に大量の 飲酒歴があり, 糖

尿病と の 関係も否定 で きな い . 本症例で は糖尿病

に対 して 内科的治療を行 っ たが
, 頚部腫癌は軽快

せず今後は手術予定 である . 今回まれな疾患を経

験 し た の で 報告する .
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【目的】 糖尿病患者 の 教育入 院中の 筋肉量の 変

化を検討


